
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

（

県

例

規

集

登

載

）

【

正

誤

】

担

当

課

（

室

）

○

管

理

職

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

人

事

委

員

会

目

次

る

規

則

の

正

誤

○

通

勤

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

〃

【

告

示

】

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

発

生

の

た

め

の

同

意

の

認

水

産

課

規

則

の

正

誤

定

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

滞

納

に

係

る

県

営

住

宅

の

家

賃

及

び

駐

車

場

使

住

宅

課

用

料

の

収

納

事

務

の

委

託

○

岡

山

県

収

入

証

紙

売

り

さ

ば

き

人

の

指

定

の

取

会

計

課

消

し

【

公

告

】

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

が

公

平

委

員

会

の

事

務

を

受

託

し

て

い

人

事

委

員

会

る

地

方

公

共

団

体

の

管

理

職

員

等

の

範

囲

を

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

岡

山

県

公

報

令和５年５月２３日 第１２４９９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号 

 

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

加
入
区
の
名
称 

北
木
島
加
入
区 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

岡
山
県
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
九
号
）
に
基
づ
く
県
営
住
宅
に
係
る
家
賃

及
び
駐
車
場
の
使
用
料
の
う
ち
、
県
営
住
宅
を
退
去
し
た
者
及
び
そ
の
保
証
人
又
は
連
帯
保
証
人
に

よ
る
滞
納
に
係
る
も
の
の
収
納
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

滞
納
に
係
る
県
営
住
宅
の
家
賃
及
び
駐
車
場
の
使
用
料

三

委
託
を
受
け
た
者
の
所
在
地
及
び
名
称

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
六
番
二
○
号

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社

四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
六
番
二
○
号
芝
浦
前
川
ビ
ル
五
階

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社
本
社

五

委
託
の
期
間

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五

年
三
月
三
十
一
日
付
け
で
、
次
の
岡
山
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

売

り

さ

ば

き

人

売

り

さ

ば

き

場

所

名
称
及
び
代
表
者

所

在

地

の
氏
名

岡
山
市
南
区
藤
田
五
六
四

岡
山
南
商
工
会

会
長

岡
山
市
南
区
片
岡
八
三
七

七

－
－

一
三
一

岩
田

成
美

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



〔
二
六
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

高
梁
市
備
中
町
布
賀

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日
か
ら

同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



〔
二
六
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

  

  

美
作
市
五
名
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
、
四
級

基
準
点
測
量
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
レ
ー
ザ
測
量
及

び
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
五
月
十
七
日
か
ら
同

年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



〔
二
六
六
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
中
国
技
術
事
務
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

県
内
の
一
般
国
道

（
二
号
、
三
十
号
、

五
十
三
号
及
び
百
八

十
号
）
の
指
定
区
間

及
び
鳥
取
自
動
車
道

の
周
辺 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
車
載
写
真
レ
ー
ザ
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
五
月
八
日
か
ら
同
年

十
二
月
二
十
二
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



〔
二
六
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

  

  

久
米
郡
美
咲
町
西
川

上
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
五
月
十
日
か
ら
同
年

八
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



〔
二
六
八
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
備
中
局

建
第
二
〇
〇
四
号 

令
和
五
年
五
月
十
二

日 番

号 

指

定

年

月

日 

高
梁
市
成
羽
町
成
羽
字
正
沢
屋
敷
二
四

九
七
番
四
、
二
四
九
七
番
四
地
先
道
、

字
東
堀
二
七
四
五
番
九
の
一
部
、
二
七

四
五
番
九
地
先
水
路
、
字
御
茶
屋
二
七

四
六
番
七 

道

路

の

位

置 

四
・
五
〇 

 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

三
三
・
二
一  

 
 

 
 

  

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



〔
二
六
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
中
央
四
丁
目
二
三
―
一
〇
三
、
二
三
―
一
〇
八
、
二
三
―
一
〇
九 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岡
山
市
南
区
富
浜
町
五
―
一
〇 

株
式
会
社
ヘ
ル
シ
ー
ホ
ー
ム 

代
表
取
締
役 

篠
山 
憲
司 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
五
二
一
号 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



〔
二
七
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
中
央
四
丁
目
二
三
―
一
〇
三
、
二
三
―
一
〇
八
、
二
三
―
一
〇
九 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

道
路
、
下
水
道 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岡
山
市
南
区
富
浜
町
五
―
一
〇 

株
式
会
社
ヘ
ル
シ
ー
ホ
ー
ム 

代
表
取
締
役 

篠
山 

憲
司 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
五
二
一
号 

令和５年５月２３日　岡山県公報　第１２４９９号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
一
号

岡
山
県
が
公
平
委
員
会
の
事
務
を
受
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

岡
山
県
が
公
平
委
員
会
の
事
務
を
受
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定

め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
が
公
平
委
員
会
の
事
務
を
受
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る

規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
高
梁
市
の
部
市
長
部
局
の
項
中
「
職
員
係
長
」
を
「
職
員
係
長

人
材
育
成
係
長
」
に

「
財

、

政
係
長

財
産
活
用
係
長
」
を
「
財
政
係
長
」
に

「
及
び
財
政
係
」
を
「
、
人
材
育
成
係
及
び
財
政

、

係
」
に

「

職
員
係
」
を
「

職
員
係
及
び
人
材
育
成
係
」
に
改
め
、
同
部
教
育
委
員
会
の
項
中
「
園

、
（

（

長

教
頭
」
を
「
園
長

副
園
長

教
頭
」
に
、

「

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

所
長

を
」

「

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

所
長

所
長
代
理

に
改
め
、
同
表
新
見

」

市
の
部
教
育
委
員
会
の
項
中

「

幼

稚

園

園
長

教
頭

主
幹

小

・

中

学

校

校
長

教
頭

を

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

所
長

所
長
補
佐

」

「

小

・

中

学

校

校
長

教
頭

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

所
長

所
長
補
佐

に
改
め
、

中

央

図

書

館

館
長
補
佐

」

同
表
備
前
市
の
部
市
長
部
局
の
項
中
「
検
査
参
事
」
を
「
検
査
官

検
査
参
事
」
に

「
所
長
補
佐
」

、

を
「
副
所
長

所
長
補
佐
」
に

「
行
政
係
長

行
革
推
進
係
長
」
を
「
行
政
係
長
」
に

「
秘
書
係
、

、

、

行
政
係
、
行
革
推
進
係
」
を
「
行
財
政
改
革
課
、
秘
書
係
、
行
政
係
」
に
改
め
、
同
部
教
育
委
員
会
の

「

」

「

」

、「

」

「

」

、

項
中

部
長

を

副
教
育
長

部
長

に

課
長
代
理

を

課
長
代
理

室
長
補
佐

に
改
め

同
部
監
査
委
員
事
務
局
の
項
中
「
次
長
」
を
「
次
長

副
参
事
」
に
改
め
、
同
表
赤
磐
市
の
部
市
長
部

局
の
項
中
「
副
参
事

主
幹
」
を
「
副
参
事
」
に

「
主
査
」
を
「
主
幹

主
査
」
に

「
課
長
補
佐

、

、

主
幹
」
を
「
課
長
補
佐
」
に
改
め
、
同
部
教
育
委
員
会
の
項
中
「
主
幹

総
務
班
長
」
を
「
総
務
班

長

主
幹
」
に
改
め
、
同
表
美
作
市
の
部
市
長
部
局
の
項
中
「
人
事
給
与
係
長
」
を
「
主
幹

人
事
給

与
係
長
」
に

「
支
所
長

課
長
」
を
「
支
所
長

参
事
」
に

「
総
看
護
師
長
」
を
「
看
護
部
長
」

、

、

に
改
め
、
同
表
浅
口
市
の
部
市
長
部
局
の
項
中
「
支
所
長

課
長
」
を
「
支
所
長

課
長

参
事
」
に

改
め
、
同
表
里
庄
町
の
部
町
長
部
局
の
項
中
「
主
査
」
を
「
主
幹

主
査
」
に
改
め
、
同
表
矢
掛
町
の
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部
町
長
部
局
の
項
中
「
総
合
政
策
監

課
長
」
を
「
課
長
」
に

「
秘
書
広
報
係
長
」
を
「
秘
書
広
報

、

・
町
活
性
化
推
進
室
長
」
に
改
め
、
同
表
鏡
野
町
の
部
町
長
部
局
の
項
中

「

美

術

館

館
長

を
」

「

美

術

館

館
長

保

育

園

園
長

に
改
め
、

幼

稚

園

園
長

」

同
部
教
育
委
員
会
の
項
中

「

事

務

局

課
長

保

育

園

園
長

を

幼

稚

園

園
長

」

「

事

務

局

課
長

に
改
め
、
同
表
久
米

」

南
町
の
部
町
長
部
局
の
項
中
「
課
長
代
理

総
務
企
画
課
長
補
佐

総
務
企
画
課
上
席
主
幹
（
給
与
又

は
財
政
の
事
務
を
行
う
者
に
限
る

」
を
「
課
長
代
理
」
に
、
同
部
教
育
委
員
会
の
項
中

。
）

「

公

民

館

館
長

を

図

書

館

館
長

」

「

図

書

館

館
長

に
改
め
、
同
部
農
業

」

委
員
会
事
務
局
の
項
を
削
り
、
同
表
美
咲
町
の
部
議
会
事
務
局
の
項
中
「
事
務
局
長
」
を
「
事
務
局
長

副
局
長

局
長
代
理
」
に
改
め
、
同
部
町
長
部
局
の
項
中
「
政
策
推
進
監

課
長

室
長

所
長
」

を
「
課
長

室
長

所
長

参
与

副
課
長

副
室
長

副
所
長
」
に

「
所
長
代
理
」
を
「
所
長
代

、

理

参
事
」
に

「
支
所
長

課
長
」
を
「
支
所
長

課
長

副
課
長
」
に
改
め
、
同
部
教
育
委
員
会

、

の
項
中
「
課
長
代
理
」
を
「
副
課
長

課
長
代
理

参
事
」
に
、

「

小

・

中

学

校

校
長

教
頭

を
」

「

小

・

中

学

校

校
長

教
頭

に
改
め
、
同
表
岡
山

義

務

教

育

学

校

校
長

副
校
長

教
頭

」
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市
久
米
南
町
国
民
健
康
保
険
病
院
組
合
の
部
病
院
の
項
中
「
事
務
長
」
を
「
事
務
長

副
看
護
部
長

事
務
長
補
佐
」
に
改
め
、
同
表
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合
の
部
事
務
局
の
項
中
「
事
務
局
長
補
佐
」
を

「
事
務
局
長
代
理

事
務
局
長
補
佐
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
部
事
務

局
の
項
中
「
課
長
」
を
「
課
長

課
長
代
理

課
長
補
佐

室
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔
六
〕
令
和
五
年
三
月
三
日
付
け
公
布
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
岡
山

県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

行

誤

正

九

第
二
十
二
条
の
四
第
第
三
項

第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
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〔
七
〕
令
和
五
年
三
月
三
日
付
け
公
布
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
岡
山
県

人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

行

誤

正

終
わ
り
か
ら
十

岡
山
県
条
例
第
第
十
八
号

岡
山
県
条
例
第
十
八
号

九
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